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(57)【要約】
【課題】同軸ケーブルから脱落することを抑制できる同
軸コネクタを提供することである。
【解決手段】中心導体２２４、発泡構造又は中空構造を
有する絶縁体２２３、外部導体２２２及び絶縁被膜２２
１により構成されている同軸ケーブル２２０に取り付け
られる同軸コネクタ１０。ハウジング１２は、円筒部２
０、及び、円筒部２０からｘ軸方向に向かって延在して
いる保持部２３を含んでいる。ブッシング１４は、ハウ
ジング１２に取り付けられている。ソケット１６は、ｚ
軸方向から平面視したときに円筒部２０の中心に位置し
、中心導体２２３と接続される。保持部２３は、外部導
体２２２を保持するかしめ部２８と、絶縁被膜２２１の
周囲に巻き付けられている板状部材であるかしめ部３０
と、を有している。円筒部２０に近い方のかしめ部３０
の縁部３０ａは、鋸歯状をなしている。
【選択図】図２



(2) JP 2013-97913 A 2013.5.20

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の中心導体、該第１の中心導体の周囲に設けられている絶縁体であって、発泡構造
又は中空構造を有する絶縁体、該絶縁体の周囲に設けられている第１の外部導体、及び、
該第１の外部導体の周囲に設けられている絶縁被膜により構成されている同軸ケーブルで
あって、先端において該絶縁被膜が除去されて前記第１の外部導体が露出していると共に
該第１の外部導体が除去されて該絶縁体が露出している同軸ケーブルに取り付けられる同
軸コネクタであって、
　前記同軸ケーブルが延在している延在方向に略直交する中心軸を有する円筒部、及び、
該円筒部から該同軸ケーブルに沿って延在している保持部を含んでいるハウジングと、
　前記ハウジングに取り付けられているブッシングと、
　中心軸が延在する方向から平面視したときに前記円筒部の中心に位置し、かつ、前記ブ
ッシングにより前記ハウジングと絶縁されているソケットであって、前記第１の中心導体
と接続されるソケットと、
　を備えており、
　前記保持部は、
　　前記第１の外部導体を保持する第１のかしめ部と、
　　前記絶縁被膜を保持する第２のかしめ部であって、前記絶縁被膜の周囲に巻き付けら
れる板状部材である第２のかしめ部と、
　を有しており、
　前記円筒部に近い方の前記第２のかしめ部の縁部は、鋸歯状をなしていること、
　を特徴とする同軸コネクタ。
【請求項２】
　鋸歯状をなしている前記第２のかしめ部の縁部は、該第２のかしめ部の本体に対して前
記ケーブルに向かって折り曲げられていること、
　を特徴とする請求項１に記載の同軸コネクタ。
【請求項３】
　鋸歯状をなしている前記第２のかしめ部の縁部と該第２のかしめ部の本体とのなす角度
は、９０度以上１８０度以下であること、
　を特徴とする請求項２に記載の同軸コネクタ。
【請求項４】
　前記保持部は、
　　前記ブッシングを保持する第３のかしめ部を、
　更に有していること、
　を特徴とする請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の同軸コネクタ。
【請求項５】
　前記円筒部には、レセプタクルの円筒状の第２の外部導体が挿入され、
　前記ソケットには、レセプタクルの第２の中心導体が接続されること、
　を特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の同軸コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、同軸コネクタに関し、より特定的には、同軸ケーブルの先端に取り付けられ
る同軸コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の同軸コネクタとしては、例えば、特許文献１に記載のＬ型同軸コネクタが知られ
ている。図７は、特許文献１に記載のＬ型同軸コネクタ１１０の分解斜視図である。
【０００３】
　図７に示すように、ハウジング１１２は、外部導体２２２と接続されている。ブッシン
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グ１１４は、ハウジング１１２に取り付けられている。ソケット１１６は、ブッシング１
１４に取り付けられ、かつ、該ブッシング１１４によりハウジング１１２と絶縁されてい
る。ハウジング１１２は、折り曲げられることにより該ブッシング１１４に圧接している
かしめ部１２６と、折り曲げられることにより同軸ケーブル２２０の絶縁被膜２２１に圧
接しているかしめ部１３０と、を含んでいる。ブッシング１１４は、かしめ部１２６から
の力により、絶縁体２２３に圧接している。ソケット１１６は、ブッシング１１４からの
力により、絶縁体２２３を破壊して中心導体２２４と接続されている。
【０００４】
　ところで、近年、同軸ケーブル２２０において、発泡構造又は中空構造を有する絶縁体
２２３を用いることが提案されている。これにより、絶縁体２２３の誘電率が低くなるの
で、外部導体２２２と中心導体２２４とを近づけることが可能となる。その結果、中心導
体２２４の直径を大きくすることによって、同軸ケーブル２２０の特性インピーダンスを
所望の値から変動させることなく、同軸ケーブル２２０の導体損を低減することができる
。
【０００５】
　しかしながら、発泡構造又は中空構造を有する絶縁体２２３が用いられた同軸ケーブル
２２０では、同軸ケーブル２２０の弾性が小さくなる。そのため、かしめ部１２６，１３
０により同軸ケーブル２２０を保持すると、同軸ケーブル２２０からの反発力が小さいた
めに、同軸ケーブル２２０がＬ型同軸コネクタ１１０から抜けてしまうおそれがある。
【０００６】
　そこで、かしめ部１２６，１３０をより強い力で同軸ケーブル２２０に圧接させること
が考えられる。ところが、発泡構造又は中空構造を有している絶縁体２２３は変形しやす
いため、同軸ケーブル２２０にかしめ部１２６，１３０が圧接している部分において同軸
ケーブル２２０が変形してしまい、同軸ケーブル２２０の特性インピーダンスが所望の値
から変動してしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２０１０－６７４２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、発泡構造又は中空構造を有する絶縁体を有する同軸ケーブル
から脱落することを抑制できる同軸コネクタを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一形態に係る同軸コネクタは、第１の中心導体、該第１の中心導体の周囲に設
けられている絶縁体であって、発泡構造又は中空構造を有する絶縁体、該絶縁体の周囲に
設けられている第１の外部導体、及び、該第１の外部導体の周囲に設けられている絶縁被
膜により構成されている同軸ケーブルであって、先端において該絶縁被膜が除去されて前
記第１の外部導体が露出していると共に該第１の外部導体が除去されて該絶縁体が露出し
ている同軸ケーブルに取り付けられる同軸コネクタであって、前記同軸ケーブルが延在し
ている延在方向に略直交する中心軸を有する円筒部、及び、該円筒部から該同軸ケーブル
に沿って延在している保持部を含んでいるハウジングと、前記ハウジングに取り付けられ
ているブッシングと、中心軸が延在する方向から平面視したときに前記円筒部の中心に位
置し、かつ、前記ブッシングにより前記ハウジングと絶縁されているソケットであって、
前記第１の中心導体と接続されるソケットと、を備えており、前記保持部は、前記第１の
外部導体を保持する第１のかしめ部と、前記絶縁被膜を保持する第２のかしめ部であって
、前記絶縁被膜の周囲に巻き付けられる板状部材である第２のかしめ部と、を有しており
、前記円筒部に近い方の前記第２のかしめ部の縁部は、鋸歯状をなしていること、を特徴
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とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、同軸コネクタが発泡構造又は中空構造を有する絶縁体を有する同軸ケ
ーブルから脱落することを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係る同軸コネクタの外観斜視図である。
【図２】同軸コネクタの分解斜視図である。
【図３】同軸コネクタの断面構造図である。
【図４】同軸コネクタのハウジングの組立て途中における斜視図である。
【図５】同軸コネクタの組立て途中における分解斜視図である。
【図６】同軸コネクタの組立て途中における分解斜視図である。
【図７】特許文献１に記載のＬ型同軸コネクタの分解斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明の一実施形態に係る同軸コネクタについて、図面を参照して説明する。
【００１３】
（同軸コネクタの構成）
　図１は、本発明の一実施形態に係る同軸コネクタ１０の外観斜視図である。図２は、同
軸コネクタ１０の分解斜視図である。図３は、同軸コネクタ１０の断面構造図である。図
４は、同軸コネクタ１０のハウジング１２の組立て途中における斜視図である。図１ない
し図３（特に、図２参照）において、ハウジング１２、ブッシング１４及びソケット１６
が重ねられる方向をｚ軸方向とする。ｚ軸方向の正方向は、ハウジング１２からソケット
１６へと向かう方向である。また、同軸ケーブル２２０が延在している方向をｘ軸方向と
し、ｘ軸方向とｚ軸方向に直交する方向をｙ軸方向とする。ｘ軸方向の正方向は、同軸ケ
ーブル２２０からソケット１６へと向かう方向である。ｘ軸方向は、ｚ軸方向に直交して
いる。
【００１４】
　同軸コネクタ１０は、図１及び図２に示すように、ハウジング１２、ブッシング１４及
びソケット１６により構成されている。同軸コネクタ１０は、図３（ａ）及び図３（ｂ）
に示すように、外部導体２３２及び中心導体２３４を有するレセプタクル２３０に対して
、着脱可能である。
【００１５】
　同軸ケーブル２２０は、図２に示すように、絶縁被膜２２１、外部導体２２２、絶縁体
２２３及び中心導体２２４により構成されている。絶縁体２２３は、中心導体２２４の周
囲に設けられており、発泡構造又は中空構造を有する。したがって、絶縁体２２３は、低
い反発力しか有しておらず、比較的容易に変形する。外部導体２２２は、絶縁体２２３の
周囲に設けられている。絶縁被膜２２１は、外部導体２２２の周囲に設けられている。ま
た、同軸ケーブル２２０の先端において絶縁被膜２２１が除去されて外部導体２２２が露
出している。更に、同軸ケーブル２２０の先端において外部導体２２２が除去されて絶縁
体２２３が露出している。
【００１６】
　ハウジング１２は、１枚の金属板（例えば、ばね用りん青銅）により作製され、図２及
び図４に示すように、円筒部２０、背面部２１、保持部２３及び固定部２４を含んでいる
。
【００１７】
　円筒部２０は、ｚ軸方向に延在する中心軸を有しており、図４に示すように、ｚ軸方向
の正方向側に位置する開口Ｏ１及びｚ軸方向の負方向側に位置する開口Ｏ２を有している
。ただし、円筒部２０は、一部（ｘ軸方向の負方向側の部分）が切り欠かれている。
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【００１８】
　背面部２１は、円筒部２０に接続されており、図４の状態から９０度だけ折り曲げられ
て、図２に示すように、円筒部２０の開口Ｏ２を覆う板状部材である。背面部２１上には
、ブッシング１４が載置される。
【００１９】
　固定部２４は、円筒部２０に接続され、図２に示すように、ブッシング１４をｙ軸方向
の両側から挟んでいる。固定部２４は、図４に示すように、ｚ軸方向の正方向側から開口
Ｏ１を平面視したときに、円筒部２０の端部のそれぞれに設けられている。より詳細には
、２つの固定部２４は、円筒部２０が切り欠かれることにより形成される２つの端部から
ｘ軸方向の負方向側へと延在し、互いに対向している板状部材である。
【００２０】
　また、固定部２４には、湾曲部３３が設けられている。湾曲部３３は、図４に示すよう
に、固定部２４の間隔が広がるように固定部２４の一部がｙ軸方向の正方向側又は負方向
側に湾曲させられることにより形成されている。
【００２１】
　保持部２３は、図１及び図２に示すように、円筒部２０から同軸ケーブル２２０に沿っ
て延在しており、具体的には、背面部２１のｘ軸方向の負方向側に接続されている。保持
部２３は、図４に示すように、かしめ部２６，２８，３０を有している。
【００２２】
　かしめ部２６は、同軸コネクタ１０の組立て前の状態において、図２に示すように、背
面部２１のｘ軸方向の負方向側に設けられているＵ字状の板状部材である。かしめ部２６
は、図１に示すように曲げられることにより、ブッシング１４、固定部２４及び絶縁体２
２３の周囲に巻き付けられている。これにより、かしめ部２６は、固定部２４及び絶縁体
２２３に圧接する。この際、固定部２４及び絶縁体２２３は、かしめ部２６に押されてブ
ッシング１４に圧接する。よって、固定部２４及びかしめ部２６は、ブッシング１４を保
持している。以上より、かしめ部２６は、ブッシング１４、ソケット１６及び同軸ケーブ
ル２２０をハウジング１２に固定する役割を果たす。
【００２３】
　かしめ部２８は、同軸コネクタ１０の組立て前の状態において、図４に示すように、か
しめ部２６のｘ軸方向の負方向側に設けられているＵ字状の板状部材である。かしめ部２
８は、図１に示すように曲げられることにより、外部導体２２２の周囲に巻き付けられて
、同軸ケーブル２２０の外部導体２２２を保持する。これにより、かしめ部２８は、同軸
ケーブル２２０をハウジング１２に固定する役割、及び、外部導体２２２とハウジング１
２とを電気的に接続する役割を果たす。
【００２４】
　かしめ部３０は、同軸コネクタ１０の組立て前の状態において、図４に示すように、か
しめ部２８のｘ軸方向の負方向側に設けられているＵ字状の板状部材である。かしめ部３
０は、図１に示すように曲げられることにより、絶縁被膜２２１の周囲に巻き付けられて
、同軸ケーブル２２０の絶縁被膜２２１を保持する。これにより、かしめ部３０は、同軸
ケーブル２２０をハウジング１２に固定する役割を果たす。
【００２５】
　更に、円筒部２０に近い方のかしめ部３０の縁部３０ａは、鋸歯状をなしている。すな
わち、縁部３０ａには、複数の三角形状の突起が並んでいる。そして、鋸歯状をなしてい
るかしめ部３０の縁部３０ａは、かしめ部３０の縁部３０ａを除く本体３０ｂに対してケ
ーブル２２０側に折り曲げられている。縁部３０ａと本体３０ｂとがなす角度は、９０度
以上１８０度以下であることが好ましい。これにより、かしめ部３０が絶縁被膜２２１に
巻き付けられると、鋸歯状をなしている縁部３０ａは絶縁被膜２２１に突き刺さる又は食
い込むようになる。
【００２６】
　ブッシング１４は、樹脂（例えば、液晶ポリマー）からなる絶縁体により構成されてお
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り、ハウジング１２とソケット１６とを絶縁する役割を果たしている。ブッシング１４は
、ハウジング１２に取り付けられており、図２に示すように、円形部３６及び保持部３８
により構成されている。
【００２７】
　円形部３６は、ソケット１６を保持する役割を果たし、図２に示すように、背面部３９
及び円筒部４１により構成されている。背面部３９は、ｚ軸方向から平面視したときに、
円形をなす板状部材であり、ブッシング１４がハウジング１２に取り付けられた際に、図
１に示すように、円筒部２０内に収まっている部分である。
【００２８】
　円筒部４１は、図２に示すように、背面部３９のｚ軸方向の正方向側の面上に設けられ
ており、ｚ軸方向に延在する中心軸を有している。円筒部４１の中心軸と円筒部２０の中
心軸とは略一致している。
【００２９】
　保持部３８は、ソケット１６を保持する役割を果たし、図２に示すように、背面部４２
及び押さえ部４６により構成されている。背面部４２は、円形部３６の背面部３９からｘ
軸方向の負方向側に向かって延在している長方形状の板状部材である。該背面部４２上に
は、図２に示すように、ソケット１６が載置される。
【００３０】
　押さえ部４６は、ｘ軸方向に垂直な板状部材であり、背面部４２に設けられている。た
だし、押さえ部４６のｚ軸方向の負方向側の端部と背面部４２のｚ軸方向の正方向側の面
との間には隙間Ｓｐが設けられている。同様に、円筒部４１と背面部４２のｚ軸方向の正
方向側の面との間にも隙間Ｓｐが設けられている。これにより、押さえ部４６のｘ軸方向
の負方向側の空間と円筒部４１内とが隙間Ｓｐを介して連通している。
【００３１】
　また、ブッシング１４は、図２に示すように、２つに分離可能である。具体的には、ブ
ッシング１４は、ｙ軸方向の正方向側の半分とｙ軸方向の負方向側の半分にＶ字型に分か
れる。これにより、後述するソケット１６がブッシング１４に取り付けられることが可能
である。
【００３２】
　ソケット１６は、１枚の金属板（例えば、ばね用りん青銅）により作製され、図１及び
図２に示すように、ブッシング１４に取り付けられ、該ブッシング１４によりハウジング
１２と絶縁されている。該ソケット１６は、図２に示すように、円筒部４８、背面部５０
及び取り付け部５２により構成されている。円筒部４８は、図２に示すように、背面部５
０のｘ軸方向の正方向側に接続されており、ｚ軸方向から平面視したときに、円環の一部
が切り欠かれた形状を有している。円筒部４８の半径は、ブッシング１４の円筒部４１の
半径よりも小さい。よって、円筒部４８は、同軸コネクタ１０が組立てられた際に、図１
に示すように、円筒部４１内に収まっている。更に、円筒部４８は、円筒部２０の中心軸
が延在する方向（ｚ軸方向）から平面視したときに円筒部２０の中心に位置している。
【００３３】
　背面部５０は、円筒部４１から隙間Ｓｐを通過するように、ｘ軸方向の負方向側に延在
している板状部材である。取り付け部５２は、背面部５０のｘ軸方向の負方向側の端部に
おいて、ｚ軸方向の正方向側に垂直に折り曲げられることにより設けられており、同軸ケ
ーブル２２０の中心導体２２４と接続される。より詳細には、取り付け部５２は、所定の
隙間を介して並ぶ２枚の切断用片５２ａ，５２ｂにより構成されている。そして、同軸ケ
ーブル２２０の中心導体２２４が切断用片５２ａ，５２ｂの間の所定の隙間に挟まれるよ
うに、ｚ軸方向の正方向側から負方向側へと、同軸ケーブル２２０がかしめ部２６により
切断用片５２ａ，５２ｂに押さえつけられる。これにより、切断用片５２ａ，５２ｂは、
かしめ部２６からの力により同軸ケーブル２２０の絶縁体２２３に圧接する。そして、切
断用片５２ａ，５２ｂは、同軸ケーブル２２０の絶縁体２２３の一部を切断（破壊）して
、中心導体２２４と接続される。
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【００３４】
　以上のように構成された同軸コネクタ１０は、以下に説明する手順により組立てられる
。図５及び図６は、同軸コネクタ１０の組立て途中における分解斜視図である。
【００３５】
　まず、図５に示すように、ブッシング１４に対してソケット１６を取り付ける。より詳
細には、円筒部４１内に円筒部４８が収まると共に、背面部５０が隙間Ｓｐに収まるよう
に、ブッシング１４によりソケット１６をｙ軸方向の両側から挟み込む。
【００３６】
　次に、図６に示すように、ハウジング１２に対してブッシング１４を取り付ける。より
詳細には、円筒部２０内に円形部３６が収まると共に、固定部２４間に保持部３８が収ま
るように、ｚ軸方向の正方向側からブッシング１４をハウジング１２に対して押し込むよ
うにして取り付ける。
【００３７】
　次に、図６に示すように、同軸ケーブル２２０を取り付け部５２上に載置する。この際
、同軸ケーブル２２０は、先端において、外部導体２２２及び絶縁体２２３が露出するよ
うに加工されている。ただし、中心導体２２４は、露出していない。絶縁体２２３が取り
付け部５２上に位置し、外部導体２２２がかしめ部２８間に位置し、絶縁被膜２２１がか
しめ部３０間に位置するように、同軸ケーブル２２０をソケット１６に載置する。
【００３８】
　同軸ケーブル２２０を載置すると、かしめ部２６，２８，３０のかしめ工程を行う。か
しめ部２６のかしめ工程では、かしめ部２６を折り曲げることにより、絶縁体２２３を切
断用片５２ａ，５２ｂに押し付ける。この際、絶縁体２２３の一部が切断用片５２ａ，５
２ｂにより切断され、切断用片５２ａ，５２ｂと中心導体２２４とが接続される。
【００３９】
　また、かしめ部２８のかしめ工程では、かしめ部２８を折り曲げることにより、かしめ
部２８を外部導体２２２に巻き付ける。同様に、かしめ部３０のかしめ工程では、かしめ
部３０を折り曲げることにより、かしめ部３０を絶縁被膜２２１に巻き付ける。以上の工
程を経て、同軸コネクタ１０は、図１に示すような構成を有するようになる。
【００４０】
　次に、同軸コネクタ１０のレセプタクル２３０への着脱について説明する。レセプタク
ル２３０は、図３に示すように、外部導体２３２及び中心導体２３４により構成されてい
る。外部導体２３２は、円筒形状の電極である。中心導体２３４は、外部導体２３２の中
心においてｚ軸方向の負方向側に突出している電極である。
【００４１】
　前記同軸コネクタ１０をレセプタクル２３０に装着する際には、図３（ａ）及び図３（
ｂ）に示すように、外部導体２３２を開口Ｏ１から円筒部２０に挿入する。これにより、
円筒部２０の内周面と外部導体２３２の外周面とが接触し、同軸ケーブル２２０の外部導
体２２２とレセプタクル２３０の外部導体２３２とがハウジング１２を介して電気的に接
続されるようになる。この際、円筒部２０は、外部導体２３２により押し広げられる。こ
れにより、円筒部２０の内周面が、外部導体２３２の外周面に圧接するようになり、同軸
コネクタ１０がレセプタクル２３０から容易に外れることが防止されている。
【００４２】
　また、外部導体２３２が円筒部２０に挿入されると同時に、図３（ａ）及び図３（ｂ）
に示すように、中心導体２３４がソケット１６の円筒部４８に挿入される。これにより、
中心導体２３４の外周面と円筒部４８の内周面とが接触し、同軸ケーブル２２０の中心導
体２２４とレセプタクル２３０の中心導体２３４とがソケット１６を介して電気的に接続
されるようになる。
【００４３】
（効果）
　以上のように構成された同軸コネクタ１０によれば、発泡構造又は中空構造を有する絶
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発泡構造又は中空構造を有する絶縁体２２３が用いられた同軸ケーブル２２０では、同軸
ケーブル２２０の弾性が小さくなる。そのため、かしめ部１２６，１３０により同軸ケー
ブル２２０を保持すると、同軸ケーブル２２０からの反発力が小さいために、同軸ケーブ
ル２２０がＬ型同軸コネクタ１１０から抜けてしまうおそれがある。
【００４４】
　そこで、同軸コネクタ１０では、円筒部２０に近い方のかしめ部３０の縁部３０ａは、
鋸歯状をなしている。これにより、かしめ部３０が絶縁被膜２２１に巻き付けられると、
鋸歯状をなしている縁部３０ａは絶縁被膜２２１に突き刺さる又は食い込むようになる。
その結果、同軸ケーブル２２０が同軸コネクタ１０から引き抜かれる方向に引っ張られた
としても、鋸歯状をなしている縁部３０ａが絶縁被膜２２１に引っかかるようになる。よ
って、同軸コネクタ１０によれば、発泡構造又は中空構造を有する絶縁体２２３を有する
同軸ケーブル２２０から脱落することが抑制される。
【００４５】
　また、鋸歯状をなしているかしめ部３０の縁部３０ａは、かしめ部３０の縁部３０ａを
除く本体３０ｂに対してケーブル２２０側に折り曲げられている。これにより、鋸歯状を
なしている縁部３０ａが絶縁被膜２２１により確実に突き刺さる又は食い込むようになる
。その結果、同軸コネクタ１０によれば、発泡構造又は中空構造を有する絶縁体２２３を
有する同軸ケーブル２２０から脱落することがより効果的に抑制される。
【産業上の利用可能性】
【００４６】
　以上のように、本発明は、同軸コネクタに有用であり、特に、同軸コネクタが発泡構造
又は中空構造を有する絶縁体を有する同軸ケーブルから脱落することを抑制できる点にお
いて優れている。
【符号の説明】
【００４７】
　１０　同軸コネクタ
　１２　ハウジング
　１４　ブッシング
　１６　ソケット
　２０　円筒部
　２３　保持部
　２６，２８，３０　かしめ部
　３０ａ　縁部
　３０ｂ　本体
　２２０　同軸ケーブル
　２２１　絶縁被膜
　２２２　外部導体
　２２３　絶縁体
　２２４　中心導体
　２３０　レセプタクル
　２３２　外部導体
　２３４　中心導体



(9) JP 2013-97913 A 2013.5.20

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(10) JP 2013-97913 A 2013.5.20

【図５】 【図６】

【図７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

